
千葉市・東葛南部地区
高齢者数・要介護認定率と

介護サービス推移

介護保険事業状況報告 月報（暫定版）各年10月分（2018年は9月）より
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高齢化率推移

どの市も高齢化が進行。

高齢化率の順は
2013年から変わらず。
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2015年から
船橋市は要介護認定率が
一番高い。
2018年は八千代市、
習志野市も伸びが大きい。

要介護・要支援認定率推移

※要介護認定率=

要介護・要支援認定者
65歳以上人口

←要介護

←要支援
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まとめ

○多くの市が前期高齢者から後期高齢者へ移行が進み、後期高齢者数が年々増加している。

○要介護認定率は2017年から船橋市が一番高く、 2018年は八千代市・習志野市も伸びが大きい。

〇訪問介護の居宅サービス利用者にしめる利用者割合（以後「利用者割合」） は総合事業の影響

もあり多くの市が減少。やや増加しているのは船橋市と市川市のみ。

○通所介護の利用者数は船橋市および市川市でわずかに増加。利用者割合は総合事業の影響によ

り、2017年同様どの市も減少しているが、その中で鎌ヶ谷市が高い。

○訪問看護はどの市も利用者数及び利用者割合が増加。利用者割合は浦安市が高い。

○通所リハ利用者数は船橋市を除き若干増加。利用者割合は船橋市のみ減少し他は増加。割合が高

いのは、鎌ヶ谷市・習志野市。

○訪問リハは船橋市が利用者数、利用者割合ともに最多。利用者数・利用割合は多くの市で増加し、

特に鎌ヶ谷市の利用割合が大きく増加している。

○後期高齢者数の増加と共に、今後必要とされるサービスの増加が想定される。船橋市の地域リハ

ビリテーションを推進する上で、どのように対応していくべきか、本市における、サービス提供状況を

調査するなど、取り組む必要がある。


